
お
釈
迦
様
（
ブ
ッ
ダ
）
の
さ
と
り
の
道
⑥

仏
陀
の
出
家

「
出
家
」
は
大
事
な
歩
み
の
過
程
に
な
る
。

家
庭
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、

誰
が
泣
こ
う
と
も
一
度
は
飛
び
出
す
。
す
る
と

家
庭
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
、
大
事
な
一
人
が
出

る
。
そ
れ
が
出
家
の
効
用
で
あ
る
。
家
出
は
、

嫌
だ
か
ら
逃
げ
る
の
で
あ
る
。
出
家
は
、
人
の

幸
福
を
願
う
た
め
に
ど
う
す
る
か
、
目
的
を
も

っ
て
出
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
当
の
出
家

な
ら
ば
、
支
援
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
独

り
立
ち
で
き
る
よ
う
に
国
、
社
会
、
親
は
支
援

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
上

に
は
、
超
出
世
で
あ
る
。
何
事
も
と
ら
わ
れ
な

い
、
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
役
立
つ
よ
う
に

世
に
で
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
無

上
覚
の
如
来
と
な
っ
て
、
一
切
衆
生
の
至
上
の

幸
福
の
実
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
へ
還
る
の
で
あ
る
。

親
鸞
の
言
葉
と
稲
津
先
生
の
言
葉

「
唯
信
鈔
文
意
」

如
来
尊
号
甚
分
明

（
１
）「
分
」
は
わ
か
つ
と
い
う
。
よ
ろ
づ
の
衆

生
と
わ
か
つ
意
な
り
。

「
明
」
は
あ
き
ら
か
な
り
と
い
う
。
十
方
一
切

衆
生
を
こ
と
ご
と
く
わ
か
ち
た
す
け
、
み
ち
び

き
た
ま
う
こ
と
あ
き
ら
か
な
り
。

（
２
）「
十
方
衆
生
は
、
お
互
い
に
か
か
わ
り
す

ぎ
て
い
る
。
親
子
・
夫
婦
・
子
弟
、
社
会
的
関

係
な
ど
、
そ
の
関
係
の
意
識
を
持
ち
す
ぎ
て
い

る
。
そ
れ
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
抜
け
ら
れ

な
い
。
片
一
方
か
ら
引
き
ず
ら
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
も
っ
と
深
い
と
こ
ろ
か
ら
、
一
人
ひ

と
り
に
分
け
る
。
一
人
ひ
と
り
に
し
て
た
す
け

み
ち
び
く
無
限
の
力
を
尊
号
（
南
無
阿
弥
陀

仏
）
が
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
後
文
の
解
釈
で

あ
る
。
前
文
の
〝
よ
ろ
づ
の
衆
生
と
わ
か
つ
意

な
り
〞
は
、
如
来
尊
号
そ
の
も
の
を
自
分
一
人

の
も
の
と
し
な
い
で
、
十
方
衆
生
と
分
ち
あ
っ

て
い
く
常
識
的
な
解
釈
と
し
て
解
す
る
。

（
３
）
凡
人
は
他
と
の
関
係
に
お
い
て
生
活
を

し
て
い
る
。
そ
れ
を
引
き
離
し
て
、
他
と
関
係

し
な
い
独
立
一
人
ひ
と
り
に
分
け
て
導
く
力
を

尊
号
が
持
っ
て
い
る
。

タ
ゴ
ー
ル
の
言
葉

わ
れ
ら
ご
と
き
平
凡
人
は
、
他
と
の
関
係
の

中
に
自
己
を
表
現
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
自
己
の

属
す
る
階
級
や
民
族
や
団
体
に
よ
っ
て
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
唯
き
わ
め
て
稀
に
、
自
己
自
身

に
よ
っ
て
輝
い
て
い
る
人
、
そ
の
人
の
光
が
借

り
た
も
の
の
光
で
な
い
人
、
真
理
の
栄
光
の
中

に
全
自
己
を
顕
わ
に
し
て
立
つ
人
が
地
上
に
生

ま
れ
た
。
…
…
幸
い
な
こ
と
に
、
人
の
真
の
自

己
は
、
仏
陀
に
燃
え
あ
が
っ
た
。
苦
行
を
お
わ

っ
て
仏
陀
は
立
ち
上
が
り
、
彼
自
身
を
世
に
現

し
た
。
そ
の
出
現
の
栄
光
の
中
に
、
真
の
イ
ン

ド
が
顕
わ
れ
た
。（
仏
陀
Ｐ
４
、
６
）
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こ
の
心
如
来
と
な
る

釈尊のお言葉（聖求経パーリ語原文より）
釈尊が師から離れた理由

Iti  kho bhikkhave  
-
A.l
-aro  -acariyo  me  sam-ano

イティ　クホー　ビックハベー　アーラーロー　アーチャリヨー　メー　サマーノー
かくて　　　　比丘等よ　　　　　　　　　　師　　　for me ありつつ

antev-asim mam
.
sam -anam

.
attano samasamam

.
thapesi.

アンテーバーシム　マム　　　サマーナム　　アッタノー　　サマサマム　　　　タペーシ
弟子　　　　me 同等　　　　自分　　　　　同等　　　　　置いた

ul -ar-aya ca mam
.
p-uj -aya p-ujesi.

ウラーラーヤ　チャ　マム　プージャーヤ　プージェーシ
最上の　　　　me 尊敬をもって　敬った

かくて比丘等よ、アーラーラ・カーラーマは私の師でありながら、

弟子の私を自分と同等に置き、最上の尊敬をもって私を敬った。

Tassa mayham
.
bhikkhave etad ahosi.

タッサ　　マヤム　　　　ビックハベー　 エータド　アホーシ
that for me 比丘等よ　　　this あった

比丘等よ、その私に、このおもいが生じた。

N-ayam
.
dhammo nibbid -aya na vir -ag -aya na nirodh -aya

ナーヤム　　ダムモー　　　ニッビダーヤ　　ナ　　ビラーガーヤ　ナ　　ニローダーヤ
na ayam 捨離　　　　　　　離貧　　　　　　　　滅

na upasam -aya na abhiññ -aya na sambodh -aya na 
ナ　　ウパサマーヤ　　 ナ アビッニャーヤ　 ナ　　サムボーダーヤ　　　ナ

寂静　　　　　　　　証智　　　　　　　　　正覚

nibb -an -aya sam
.
vattati.

ニッバーナーヤ　サムバッタティ
涅槃に向かって　　転進する

この法は、無所有処（何もないという境地）に到達している限り

では、捨離に、離貧に、滅に、寂静に、証智に、正覚に、涅槃に

向かって転進していかないと。

So kho aham
.
bikkhave tam

.
dhammam

.

ソー　クホー　アハム　ビックハベー　　タム　　　ダムマム
that I 比丘等よ　　 that 法に

anala
.
nkaritv -a tasm -a dhamm-a nibbijj -apakkamim

.
.

アナランカリトヴァ　タスマー　　　ダムマー　　　ニッビジャーパッカミム
満足できない　　for that 法から　　　　厭いつつ離れた

そこで、この私は、その法に満足できないで、その法から厭いつ

つ離れた。

釈尊とアーラーラ・カーラーマとの問答の要約

聖求経〔16〕釈尊はカーラーマのところに行って「あなたの教え

ている法・律において梵行を行じたいと欲する」カーラーマは言

った。「住まれ、この法は、智ある人は久しからずして、師と等し

いこと自知・体得・到達するような法である」と。

〔17〕釈尊は久しからずして、その法を学び得た。

……智の言葉・長老の言葉を言うようになり、“私は知見ず”と自

他ともに認めるようになった。

〔18〕釈尊に次のおもいが生じた。「カーラーマは、単に信だけで、

“自達して住している”と説くのではなく、真にカーラーマは、こ

の法を“知見して住している”のである」

〔20〕このとき釈尊に次のおもいが生じた。「カーラーマだけに

信・精進心・憶念・等持・慧があるのでなく、私にもある」


